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東北林木育種場長　　粂　川　昭　夫

このたび4月7日付で

東北林木育種場長を命ぜ

られました。 当地はもと

より東北各地を含めても

勤預は初めてであり,し

かも育種事業についての

知識.経験に乏しい身で

ございますが,皆様方の

御指導,御協力によりま

して,東北の林木育種の進展に努めて参りたいと

考えておりますので木村前場長同様によろしくお

願い申し上げます。
着任以来各地の関係機関の皆様方とお逢いし,

あるいは現場に接する機会を得ましたが,育種事

業開始以来の20年の歳月と,育種という長期の目

標に対して民有林・国有林を通じて組織的展開に

踏み切った当時の指導者の慧眼と決断と,更に

これを引きついで今日まで築き上げてこられた方々

の熱意と御努力に深い敬意を感じその責務の大き

さを痛感いたしました

。この間内外の社会経済の変動はめざましいもの

があり,これに伴って森林と林業に対する国民の

要請も多様化する中で・林業基本法の制定,新た

な林業種苗法の発足,数次にわたる森林法の改正

をはじめ,諸法令の改正,諸施策の実施等々,林

業をめぐる情勢はさまざまな移り変りを経ており

ます。林木育種事業におきましても,量的生産を

目標とした精英樹の選抜から,抵抗性育種へ,さ

らに対象樹種の拡大へと時代の要請に対応した展

開が図られているところです。

この様な背景のもとで,昭和53年度から国立林

木育種場の再編整備が進められて来たところでありますが,本年4月を以って東北林木育種場及び

奥羽支場に育種研究室の設置,一般会計への移行

が実施されました。

これについては,困難な問題

はありながらも円滑に整備・移替が行われました

ことに,林野庁はじめ営林局署及び職員各位の御

理解,御努力に対し感謝申し上げます。

ここに林木育種場は第一段階といえる20年を経

て,第二段階へと装いも新たに,基本区の育種セ

ンターとしての位置づけのもとにスタ一トしたわ

けであり,関係者の御支援により育くまれ,期待

に応える様努めて参りたい所存であります。
これから育種事業を進めるに当たり,重要なこと

は育種目標に対応した育種技術・手法の開発研究

は勿論,成育に長期を要する林木の育種という性

格から,多くのテストの積み重ね,永年にわたる

調査観察といった地味な努力が必要と考えますこ

そのため,各試験研究機関，行政機関,事業実施

機関等との従来にも増した密接な連繋と,それか

ら斎らされる情報の無理・保存・分析と,結果の

適確な普及といった三点がポイントといえますこ

さらにこれらを円滑にするには東北という共通

の地理的,自然的条件のもとで共通の特性に着目

し,地域に根ざした方法,地域の一体感を醸し出

したいものです。
勿論これからの育種事業の道は決して平担なも

のでなく遠くかつ瞼しいものがあります。 目標を

違わず,たゆまぬ努力を続けてゆくことが育種担

当者の使命といえます。森林資源造成の根幹とな

る林木育種への自負と技術に支えられた自信とを

基調としてお互いに協調.研さん鑽してよりよき成果

を収めたいものです。 関係各位の御理解,御協力

を切に望み新任の御挨拶を申し上げます。








